















































































































































































































































































































































































??。???? ?? ?? 花柄が
多肉化
サトイモ
コンニャク
花軸の先端から柄の
っいた花が放射状に
出る。
ヒガンバナ・サクラソウ
⑥頭状花序
　花軸の節間が伸びず広
　がって盤状になる。
　花柄のない花がつく。
　タンポポ・ヒマワリ
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有限花序
　　　⑦単頂花序
頂上に1個の
花をつける。
チューリップ
ヒナギク
⑧団集花序
　頂花から順
　次下方に開
　花。
　ワレモコウ
⑩二出集散花序
　主軸に頂花がつく。その下に対
　生する花軸を分岐する。さらに
　その下に対生する花軸をもつ。
　ミミナグサ・ハコベ・アジサイ
⑨総状集散花序
総状花序①に
　似ている。頂
　花から咲く。
　アケボノソウ
⑪散形集散花序
　散形花序⑤に
　似た外観。頂
　花から咲く。
　タカトウダイ
⑫鎌状集散花序
　花柄が片側だ
　けにつく。
　花序が渦巻き
　状を示す。
　ワスレナグサ
　2－4　葉の観察
　（1）葉の観察の要点
　小林は，葉の形について次のように述べている。「葉の形については，葉
のはたらきができる条件さえそなえていれば，どんな形でもよいはずで，お
よそ頭で考えられるかぎりの葉の形を空想で描いてみて，それらの形の葉を
もつ植物が実在するかどうか調べてみると，何とおどろくべきことにそれら
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はすべて実在するのである。陸上高等植物が発生してから長年月の間に，あ
らゆる方向への突然変異が葉の形についても起こって，それが葉としての役
目をはたしえたものは全部現在まで生き残っているためであろう。
　葉は茎にっかねば水・養分を受け取ることができぬし，空中にひろがるこ
ともできない。そのために柄が必要であるし，柄はさらに中肋（中央脈）と
なって葉の扁平部分（葉身）をささえている。大きな葉では中肋からさらに
支脈を出して葉身をささえると同時に，網状脈に連らなって細胞への物質の
交通路となる。いま試みにこれを満足するようなあらゆる形の図を書いてみ
よう。
a b C
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J
　　　　d　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　f
　扁平の部分（葉身）の形は大小，長短，広狭，円形，角形．扇形，切れこ
みの有無などいろいろ変化はあるが，これをささえる柄と葉脈との関係から
は結局図25の6型以外には書きようがないことを発見するであろう。これら
の型はすべて実在するのである兜
　以上のように，葉の観察は，植物を調べるうえで興味深い対象となってい
る。同じく小林によって述べられている葉の観察の要点を紹介する。
　　i）葉の形を中心に，厚薄，色，毛の有無，密腺の有無，においや乳汁の
　　　有無など　　ii）葉脈の状態　iii）単葉・複葉の別　　iv）葉の変形につ
　　　いて　　v）葉序について
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（2）葉の形
1）葉の基本形
葉の基本形は，下図のように葉身・葉柄・托葉の3つの部分から成る。こ
　　　　　　　　 のような葉を完全葉といい，ひとつでも欠けている葉
　　　　　　　　を不完全葉という。　　　　　　鋸歯
　　　　　　　　O葉身一扁平状。円筒状（ネギ）。剣状（アヤメ〉。
　　　　　　　細脈　　　　　　　　　　針状（マツ〉。巻きひげ状（エンドウ）
　　　　　　　側脈　　　　　　　　○葉柄一葉身を支えているが，葉柄をもたない葉もあ
　　　　　　　主脈　　　　　　（中央脈）る（ニガナ・オニノゲシなど）
　　　　　　　　○托葉一葉柄の根元にある小形の葉形のもの。1対。
　　　　　　　　　　大形化したもの（エンドウ）。ひげ状（サルトリ
　　　　　　　　　　イバラ）。とげ状（ニセァカシァ）。
　托葉のいろいろ
金
????「
『??
一
葉
賦　■－　90　ひ　0●　唖　9　0，　■o
姥
サクラ　　　　エンドウ
2）葉身の形と葉脈
サルトリイバラ　　ニセァカシァ
①羽状葉全体として羽状。葉脈も羽の形のようにでている（羽状脈）。
　　　　サクラ・カキ
②掌状葉　掌状をした葉。主脈がなく葉柄につづいて数本の支脈が掌状に
　　　　広がっている。　（掌状脈〉。カエデ・ヤツデ
③楯状葉　円形の葉身。葉身の中央に葉柄がつく。支脈が中央から放射状
　　　　に広がっている。ハス・ヒツジグサ。
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④扇状葉扇形の葉身。葉脈は二又ずつに分かれ，末広がりに葉縁に達す
　　　　　る。イチョウ・クジャクシダ。
① ②
劃
￥
③ ④
　3〉葉縁の形（図略〉
①鋸歯②羽状浅裂③羽状深裂④羽状全裂（きれこみが中肋に届く）
⑤下向鋸歯　⑥歯牙　⑦重鋸歯　⑧波状⑨全縁（きれこみがない）
　（3〉単葉と複葉
　1枚の葉身が葉柄についている葉を単葉といい，葉身が何枚かの小葉に分
かれている葉を複葉という。複葉は，小葉のつき方によって，羽状複葉，掌
状複葉と楯状複葉に分けることができる。
　羽状複葉
①奇数羽状複葉②偶数羽状複葉③2回羽状複葉③3回羽状複葉
∂
ニセァカシヤ　　ラッカセイ
フジ　　　　　　　　ハブソン
ワラビ
ガ 馨馨
ナンテン
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掌状複葉
掌状葉の葉身がいくつかの小葉に分かれたもので，トチノキ，アケビ，イ
カリソウなどがその例である。
①掌状複葉（1回） ②2回掌状複葉
⊂i． つ
??
＼
　　　　トチノキ　　　　アケビ　　　　　　　　イカリソウ
楯状複葉
楯状の葉身がいくつかの小葉に分かれたもので，カタバミ，ユズ，ダイコ
ンなどがそのf列である。
　　　カタバミ　　　　ユズ・ダイダイ　　　　　　ダイコン
　（4）葉脈
　葉脈は葉の維管束で，葉の骨格ともいうべきもので，多数が連がって葉身
全体にひろがり，葉脈系を形成している。
　葉脈は，大きく3つの型に分けることができる。
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①遊離脈
　葉脈の先端が互いに
　連絡していない。
　イチョウやシダ類に
　多くみられる。
②平行脈　　　　　　③網状脈
主脈と側脈の区別の
ない葉脈で，縦に平
行に直走している。
主に単子葉類の葉脈。
主脈（中肋），（支脈），
細脈の区別があり，網
状に連結している。
双子葉類の葉脈。
　（5）葉序
　葉の最も重要なはたらきは，光合成である。そのはたらきをするためには
光にあたることが必要である。どの葉も光に十分あたるように茎のまわりに
排列することが望ましい。この葉の茎に対するつき方を葉序という。
　葉が茎についているところを節といい，この節に葉が1枚つく場合を互生，
2枚つく場合を対生，3枚以上つく場合を輪生とよんでいる。
①互生
　最も原始的で葉序の
　基本的な型である。
　キク・アサガオ・ヨ
　メナ・エンドウ・ナ
　ズナ・ドクダミなど
　数が多い。
②対生
　ひとつの節から2枚
　の葉が出て互いに向
　きあってついている
　葉序。上下の節から
　出る葉は互いに直角
　に出ている。
　ハコベ・イノコヅチ
③輪生
　ひとつの節に3枚以上
　の葉が輪になってつく
　葉序。次の区別がある。
　三輪生一エンレイソウ
　四輪生一アカネ
　五輪生一ツリガネニンジン
　六輪生一ハナムグラ
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リンドウ・ナデシコ・　発生学的には，托葉が
アジサイなど。　　　　　発達したものが多い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　峯業
　　　　①　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　　③
3．おわりに
　以上，自然観察の基礎と題して，教員養成大学及び短大における自然観察
特に植物を対象として，花及び葉の観察のための具体的な資料を示しながら，
植物にしろ動物にしろ自然の観察のもつ最も基本的，本質的なねらいは，前
報（白鴎女子短大論集　第9巻第1・2合併号　P．99～113．1983年）にお
いて述べたごとく，人問が本来持つべき感性と理性を育てたいということで
ある。
　くり返しになるが，このことについて述べおわりの言葉とする。
　子供達を自然の中へつれだすことのねらいは，自然のもつ美しさ，やさし
さ，きびしさそして深さを教えることにあり，その自然こそ人類の誕生の場
であり，成長の場であることを知ってもらいたいからである。すなわち，人
間が本来持つべき感性と理性を育てたいためである。
　幼児期，児童期の子供は，自然の個々の事物や現象を自分の感覚で受けと
り，それらを言語やその他の表現記号によって代替する思考活動などの方法
を身につける基礎の段階である。自然との接触なしに，子供の思考活動はな
く，子供が人問として成育する基礎はありえないのである。
　自然の美しさ，やさしさ，きびしさそして深さは，自然との接触という直
接の体験をもとにした活動をもとにして，子供の心の中に，自然を大切にす
ることを芽生えさせることができる。さらに人間も生物界の一員であり，自
然の破壊が人間の破滅につながるていることを，肌で知らせてくれるのであ
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る。
　　「身近な動植物を愛護し，自然に親しむ」は，理科教育としての自然教育
だけでなく，環境についての倫理観や価値観をもった自然保護教育を含んで
いる。教育に携わる者が自然に対応する際に心得えておかねばならないもの
のひとっである。
　植物の花や葉のしくみを観察することによって自然のもつしくみを理解す
る第一歩となることは確実なことであるが，植物をもとにして自然のしくみ
を知る方法をより活動的，立体的なものとするために，その次に植物群落の
調査を行なった。
　また，動物の観察として水生昆虫の採集と観察をこころみた。
　この二つの観察は，今回の報告の発展と考えていただきたい。次回にその
報告をさせていただくこととする。
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